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調査結果編では、調べてわかったことについて

４つに分けてそれぞれ紹介しています。

「日本の取組」　「海外の取組」　「専門家の話」　

「こども・若者の声（こども家庭庁のチャレンジ）」

調査結果編について

概要：大事な点を中心に、内容をおおまかにまとめたもの

この調査研究についてもっとくわしく知りたい！

こども・若者の声をもっと見てみたい！という人のために、

「報告書＜概要*版＞」「報告書＜全体版＞（くわしくまとめたもの）」

も用意しています。

調査研究報告書のページ
についてもっと知りたい人はコチラ！
調査研究報告書のページ
についてもっと知りたい人はコチラ！

また、＜資料集＞の第５章７「モデル事業に参加した方の声（一覧）」

では、こども・若者のみなさんから寄せられた様々な声を

まとめていて、「こども・若者の意見」について、よりくわしく

知ることができます。

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉
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「こどもの意見」が大切とはいっても、これまでわが国では「こどもの意見や

声に耳を傾けて、それをこどもに関わる制度や政策に活かしていく」ということ

が十分にできていませんでした。

そのため、「こどもの意見をどうきいたら良いのか」「きいた意見をどう扱ったら

良いのか、どう政策に反映するのか」などについて、くわしい人たち（検討委員）

のアドバイスももらいながら、調べることにしました。

そうして調べたことから、「これからこども・若者の視点に立って政策を考えて

いくために、こども・若者が参加しやすく、安全・安心に意見を伝えられる環境

をどうつくったら良いのか」を考え、こども家庭庁への提案としてまとめました。
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どんな調査研究？
ちょう さ けん きゅう
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未就学*2名、小学生世代630名、中学生世代379名、高校生世代400名、高校卒業以上世代950名

対面48名、オンライン51名、チャット53名、Webアンケート2,119名、グループ・個別ヒアリング90名 

専門：こどもの権利、こども・若者参画*のまちづくり、こども・若者の社会への参画、

　　 社会的養護*のこども・若者支援、医療的ケア児*支援 

専門：若者の社会参画、主権者教育*、こどもの権利・人権、 声をあげにくいこども*、乳幼児*、

　　 こども参画のまちづくり・環境づくり、海外の取組 

未就学：小学校に入学する前の年れいのこども　　　参画：参加し、関わること

たくさんの人に意見をききながら調べました

こども・若者（2,361名）

検討委員（６名）

専門家（16名）

どんな調査研究？
ちょう さ けん きゅう

1-2

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉

医療的ケア児：生活の中で、人工呼吸器やたんの吸引といった特別な道具や助けが必要なこども

主権者教育：国や社会の問題を、自分に関係あることだと考え、関わる力を育む教育

声をあげにくいこども：不登校、虐待を受けている、障害がある、日本語が苦手などの事情で、

　　　　　　　　　  自ら意見を伝えるのが難しいこどもや若者

乳幼児：産まれてから、小学校に入学する年れいまでのこども

社会的養護：保護者がいない、保護者が育てるのがむずかしいなどの時に、こどもを社会が守り、

　　　　　  育てるとともに、こどもを育てるのが難しい家庭を支援すること

わか  もの

けん とう い いん

せん もん か

めい

めい

めい

みしゅうがく

みしゅうがく にゅうがく まえ ねん さんかく かかさん  かしょうがっこう

たいめん

せんもん

せんもん わかもの しゃかいさんかく

さんかく かいがい とり くみかんきょう

しゅけんしゃきょういく けん り じんけん こえ にゅうようじ

しゃかいてきよう ご

しゃかいてきよう ご

い  りょうてき

しゅけんしゃきょういく

こえ

にゅう よう       じ う にゅうがく ねんしょうがっこう

ふ    とう こう

みずか い  けん つた わかものむずか

うぎゃくたい しょうがい に  ほん  ご じ  じょうにが  て

くに しゃ かい もん だい じ  ぶん かんけい かか ちから はぐく きょういくかんが

じ せいかつ なか じん こう   こ  きゅう き とく べつ たす ひつ ようどう   ぐきゅういん

ほ ご しゃ

そだ そだ か  てい し  えんむずか

ほ ご しゃ そだ とき まもしゃかい

わかもの し えん いりょうてき じ し えん

わかもの しゃ かい さんかくけんり わかものさんかく

ウェブ

めい めい めい めい めい

めいめい こ  べつめいめいめい

しょうがくせい せ だい ちゅうがくせいせ だい こうこうせい せ だい こうこうそつぎょういじょうせ だい

ひと しらい　けん



4

調べた自治体

日本でも、さまざまな自治体でこども・若者から意見をきく取組が行われています。

その取組について、調べてみました。

北海道ニセコ町

宮城県石巻市

千葉県千葉市

神奈川県川崎市

愛知県新城市

愛知県名古屋市奈良県奈良市

兵庫県尼崎市

滋賀県

山形県遊佐町

日本の取組
に ほん とり くみ
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条例：地方自治体が決めた決まりごと　　予算：お金の使い道。ここでは特に地方自治体のお金の使い道のこと

【こども・若者から意見をきく方法】
自治体によって、条例*をつくって取組をしているところもあれば、SNSやアンケートなど

で気軽に意見を伝える機会を用意しているところもあり、意見をきくことの実現方法も

様々でした。中には、いくつかの方法をうまく組み合わせているところもありました。

そうした自治体では、10年～20年かけて、上手な方法をつくり上げてきていました。

【こども・若者から意見をきいた成果】

こども・若者の意見は、きかれるだけでなく、政策やまちづくりに活かされていることも

わかりました。中には、こども・若者に予算*を提案する権利を用意したり、自治体が

持っている施設の運営をこども・若者主体で行ったりしているところもありました。

自治体の取組の良かったところ

日本の取組
に ほん とり くみ

2-2

など

～政策やまちづくり等に活かされている～

（例）

こども・若者
の意見

自治体の環境計画立案

新しいこどもの遊び場をつくる

こどもの交流の場の開館時間延長

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉
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石巻市子どもセンターらいつ（宮城県石巻市）

「2021年度こども・若者フォーラム」（千葉県千葉市） 新城市若者議会の仕組み（愛知県新城市）

【しっかりと振り返りをする】
こども・若者の意見が政策や取組へ反映されなかった場合でも、大人が「こどもの最善

の利益（こどもにとって一番良いこと）」という考え方を大事にしながら、どのように考え

たのかをこども・若者に伝えることで、こども・若者が自分たちの意見がしっかりと伝わ

っていることを感じることができるということが分かりました。

～大人がこども・若者の意見にしっかり向き合うことが重要～

自治体の取組の良かったところ（続き）

日本の取組
に ほん とり くみ
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民主主義*について学び、国会議員*などに直
接声を届ける機会がある。その経験は、将来
の職業選びや投票にも影響している。
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こども・若者から意見をきくことについて、海外では、ヨーロッパを中心にさまざまな

取組がされています。その中で、ヨーロッパ連合（EU）、アイルランド、フィンランド、

ニュージーランドの取組について、調べてみました。

海外の取組の良かったところ

海外の取組
3

かい がい とり くみ

民主主義：「みんなで話し合ってものごとを決めよう」という考え方　　　プラットフォーム：場所

国会議員：国の政治の進め方を決めたり法律をつくったりする会議（国会）に参加し、国民の代表として
　　　　  はたらく人たち。 選挙によって、国民の中から選ばれる

オンラインで話し合える場所

こども・若者に関する問題について、オンライ
ンで匿名で議論できるプラットフォーム*がつく
られている。（テスト段階）

声をあげにくいこども・若者の声をきく 政策とこども・若者のかけ橋

声をあげることが難しいこども・
若者がいることを明らかにして
いる。そして、そのようなこども・
若者からは積極的に意見をき
く、ということを決めている。

政策を若者向けに分かりやすく情報発信し
たり、SNS上の若者の声をまとめて国に届け
たりする若者たちがいる。

大人がこども・若者の声をきくことを
助ける仕組みや方法

政策を決める立場の大人がこども・若者の声
をきくための仕組みや、声をきけているか確
認する方法などが開発されている。

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉

国の方針を決める時に、数千人～数万人のこど
も・若者の声をきいている。こども・若者の声で
方針が変わったこともある。

国の方針決めに関われる さまざまな場で
意見を伝えることができる

����������������������������

（1） （2） （3） （4） （5）

（7）

（6）

（8） （9）
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※海外の取組画像について、P23で出典の記載をしています。
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大事なポイントの例

こども・若者のことにくわしい人たち（専門家）に、こども・若者の声をきくために

どうしたら良いか、大事なポイントは何かをききました。

意見をきかれることはこども・若者の権利。

意見をきくことも大事だけど、こども・若者が意見を持てるよう考えるための

手助けをすることも大事。

意見をきく方法は、こども・若者が選べるようにいろいろあった方が良い。

大人がききたいテーマの意見だけを求めるのはダメ。どんなことについて意見

を伝えてもらうかを決めるところからこども・若者が参加できる方が良い。

いろいろな背景をもつこども・若者の声をきくことが大事。また、たとえば防災

がテーマのときは災害が起きた時に助けから取り残されやすい重い障害の

ある人に話をきくなど、テーマに強く関係するこども・若者の声は特にしっかり

ときくことが大事。

声をあげにくいこども・若者の声こそしっかりきこう。そのために必要な工夫に

ついては、どの省庁*・地方自治体でもできるように分かりやすくまとめられて

いると良い。こども・若者が「意見を伝えやすいな」と思える場づくりができる

大人を増やそう。

省庁：国の役所で、担当ごとにさまざまなものがある（こども家庭庁もそのうちのひとつ）

専門家の話
せん もん か はなし

4-1
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こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉
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大事なポイントの例（続き）

意見の「ききっぱなし」はダメ。きいたことはしっかり受け止め「こどもにとって

何が一番良いことか」を考えて政策に反映する。反映が難しい場合は、できない

理由をしっかり説明し、どんなことならできそうか、こども・若者と対話しよう。

政策に反映しても「やりっぱなし」はダメ。実現してみてどうだったのかを確認・

評価しよう。それも、こども・若者と一緒にやろう。

とにかく「こども中心」を大切にしてほしい。そのことを世の中全体に広めてほしい。

こども家庭庁だけでなく、他の省庁と協力して実現してほしい。

また、国だけでなく、地方自治体にも広めてほしい。

こども・若者の声をきく手助けをしている人たちを助けてほしい。

こども家庭庁がもっとこどもたちの近くにあると良い。

専門家の話
せん もん か はなし

4-2

9

～～～～

～～～～

～～～～

～～～～
～～～～

～～～～
～～～～
～～～～

い  けん

なに かんが はん  えい はん  えい むずか ば      あいいちばん  よ

り  ゆう

せい さく

ひょう か わかもの

ちゅうしん たいせつ

か   ていちょう

くに

わかもの

か  ていちょう ちか よ

こえ て   だす ひと たす

ひろち   ほう じ    ち   たい

ほか じつげんきょうりょくしょうちょう

よ なかぜんたい ひろ

いっ しょ

はんえい じつげん かく にん

せつめい わかもの たい  わ

せい さく

う と

だい  じ れい つづ
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児童養護施設：こどもが家庭以外の場所で暮らすところ

児童相談所一時保護所：虐待や、家族が育てられないなどの理由で、こどもが家庭から一時的に離れて暮らすところ

困難を抱える若者：ここでは「社会的養護を経験した若者、親元からひなんした若者」を指す

児童館：こどもの体験・交流・遊びを手助けする場所

「どのような仕組みや環境があれば、こども・若者は国や自治体の政策について意見を

伝えやすいか」をテーマに、さまざまな方法でこども・若者から意見をきいてみました。

こども家庭庁のチャレンジ（対面でこども・若者の意見をきいた時の様子）

広くこども・若者に
きいてみた

・対面
・オンライン
・チャット
・Webアンケート

専門家にきいてみた

・乳幼児

・医療的ケア児

こどもの居場所や
施設に行ってきいてみた

・不登校のこども

・児童養護施設*

・児童相談所一時保護所*

・困難を抱える若者*

・児童館*を利用するこども

さまざまな方法できいてみました

協力してくれたみなさん、声をきかせてくれてありがとう！

5-1
こえわか もの

こども・若者の声

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉

し    く

つた ほうほう わかもの い  けん

かんきょう わかもの せい さく い   けんくに じ　ち たい

 たい   めん  ふ     とう   こう  にゅうよう じ

 い りょうてき  じ じ   どう   よう     ご       し    せつ

 じ   どう   そう だん   じょ   いち    じ        ほ      ご      しょ

 じ   どう   かん  り     よう

 こん  なん かか わか もの

ウェブ

ひろ い　 ば   しょわか もの

し   せつ

せん もん    か

い

じ  どう よう  ご    し  せつ か   てい  い  がい ば  しょ く

じ  どう  そうだんじょいち じ ほ ご しょ か   ぞく そだ り  ゆう か  てい はな くいち じ てきぎゃくたい

こんなん

じ  どう かん たい けん あそ ば しょて  だすこうりゅう

かか わかもの しゃ かい てき よう  ご けいけん わかもの わかもの さおやもと

ほう ほう

きょう りょく

か   ていちょう たい めん わかもの い   けん とき よう   す

こえ
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聞いたことがあり、
内容も知っている知らなかった

し

き

ないよう

き ないよう し

し

聞いたことはあるが、内容は知らない

※割合の数字は小数点第2位以下を四捨五入しているので、合計が100%にならないことがあります。

考慮：よく考え、必要な配慮をすること

「児童の権利に関する条約」の第12条で、こどもは、自分に関係のあることについて自由に

自分の意見を表す権利をもっていると規定されています。その意見は、こどもの発達に応じて

じゅうぶん考慮*されなければなりません。

Q：こどもが意見を表明する権利を知っていますか？

こどもが意見を表明する権利

26.1%

37.5%

36.5%

5-2
こえわか もの

こども・若者の声

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉

Webアンケートの声
い    けん

い    けん ひょう めい けん    り

わり あい すう じ だい い い か ごうけいし  しゃ  ご にゅうしょうすうてん

けん     りひょう めい し

ウェブ こえ

じ   どう

じ   ぶん い  けん

こう りょ

こう りょ ひつ  よう はいりょかんが

けん  り き  てい い  けん はったつ おうあらわ

だい かんけい じ  ゆうじょうかん じ ぶんじょうやくけん  り
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そう思う

ややそう思う

あまり思わない

そう思わない 5.8%

その他 4.3%

「こども・若者が意見を表明して良い」ということ（権利があること）はあまり知ら

れていませんでした。

次のページからは、意見を伝えることについてどう考えているか、どうしたら意見

を伝えやすいかなどについて、こども・若者のみなさんから届いた声を紹介します。

Q：国や自治体の制度や政策について、思ったことや意見を伝えたいですか？ 　
　（2,119人）

34.8%

33.6%21.5%

5-3

Webアンケートの声（続き）

こえわか もの

こども・若者の声

おも

おも

おも

た

おも

くに

わかもの い  けん ひょうめい よ けん  り

つぎ

つた わかもの とど こえ しょうかい

い  けん つた かんが い  けん

し

にん

じ　 ち　たい せい  ど せい さく おも い　けん つた

つづウェブ こえ
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Q：国や自治体に意見を伝えたいと思う理由は？

　[当てはまるものを全て選ぶ]（1,449人）

51.6%

49.1%

34.6%

30.6%

25.2%

14.1%

9.2%

5.2%

2.9%

5-4
こえわか もの

こども・若者の声

Webアンケートの声（続き）

伝えたい、きいてほしい
ことがあるから

つた

困っている人がいるから
こま ひと

伝えることで利益が
得られると思うから

つた

え おも

り  えき

意見を伝えることに慣れている
/得意だから

い  けん つた な

とく  い

その他
た

意見を伝えることが
好きだから

い  けん つた

す

意見を伝えれば
反映されると思うから

い  けん つた

はんえい おも

重要または貴重な
意見だから
い  けん

き  ちょうじゅうよう

伝えなければ相手が
分からないと思うから

つた

わ おも

あい て

くに

あ すべ えら にん

じ　 ち　たい い　けん つた おも り　ゆう

つづウェブ こえ
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Q：国や自治体に意見を伝えたいと思わない理由は？

　 [当てはまるものを全て選ぶ]（576人）

43.3%

34.3%

34.1%

29.4%

24.0%

23.4%

15.7%

10.0%

9.9%

6.4%

5.7%

2.8%

5.7%

5-5
こえわか もの

こども・若者の声

国や自治体に意見を伝えたい理由では、

「伝えなければ相手が分からないと思う

から」、伝えたいと思わない理由では

「国や自治体に意見を伝えても反映され

ないと思うから」がそれぞれ一番多く

選ばれました。

Webアンケートの声（続き）
くに

あ

自分の意見に自信がないから
い  けん じ  しんじ  ぶん

国や自治体に意見を伝えても
反映されないと思うから

くに い  けん つた

はんえい おも

じ   ち   たい

どのように国や自治体に意見を
伝えればいいか分からないから

くに い  けん

つた わ

じ   ち   たい

国や自治体が何をしているのか、
どんな人がいるのか分からないから

くに なに

ひと わ

じ   ち   たい

国や自治体に意見を伝えることの
ハードルが高いから

い  けん つた

たか

くに じ   ち   たい

国や自治体に意見を
伝えるのは面倒だから

い  けんくに

つた めんどう

じ   ち   たい

国や自治体に言った意見を
どう扱われるのか分からないから

くに

あつか わ

じ   ち   たい い い  けん

その他
た

伝えたい意見はない
つた い  けん

くに

つた

くに

おも いちばん おお

えら

じ   ち   たい い  けん つた はんえい

つた おも り  ゆう

あい  て わ おも

い  けん つた り  ゆうじ   ち   たい

国や自治体に意見を伝えると
嫌な目に遭うと思うから

くに

いや め あ おも

じ   ち   たい い  けん つた

国や自治体に自分の意見を伝える
資格はないと思うから

じ  ぶん い  けん つた

し  かく おも

国や自治体に意見を伝えるのは
恥ずかしいから

くに じ   ち   たい

くに じ   ち   たい

い  けん つた

は

国や自治体に意見を伝えるほどの
余裕がないから

くに じ   ち   たい い  けん つた

よ  ゆう

すべ えら にん

い　けん つた おも り　ゆうじ　 ち　たい

つづウェブ こえ



Q：どのような相手であれば、国や自治体に対して意見を伝えやすいですか？

     （一部の回答を紹介）

【相手の年代、性別、関係性は関係ない】

・きちんと話をきいてくれる人。話をきいてくれる人なら誰でもいいです（小学生）

・年代とかじゃなくて、偉そうじゃない人、こどもの意見を決めつけたりバカにしない人。

　学校の成績とか内申に関係がないと保証されてる人（中学生）

・年代関係なく、対等に最後まで話をきき、

  良い方向にむけて一緒に議論できる人（26～29歳）

・伝える相手の性別にこだわりはないが、安全確保が大前提（26～29歳）

【身近な人】

・学校の先生、お父さん、お母さん（小学生）

・知っている人で信頼できる人（高校生）

【機械・AI】

・AI（中学生）　・初対面の機械（高校生） こども家庭庁のチャレンジ

（対面でこども・若者の意見をきいた時のようす）

15

5-6
こえわか もの

こども・若者の声

国や自治体に意見を伝える時に、どんな人なら伝えやすいと思うかについては

「相手がどんな人かよりも、きちんと話をきいてくれるかどうかが大事」という声

が多くありました。

Webアンケートの声（続き）
あい  て

あい  て

み　ぢか

き　かい エーアイ

エーアイ

ひと

ねんだい せいべつ かんけいせい かんけい

くに じ   ち   たい たい い　けん

いち　ぶ かい  とう しょうかい

つた

はなし

ねんだい

ねんだい

よ ほうこう

つた あい  て

がっこう

し ひと しんらい ひと こうこうせい

こうこうせい か  ていちょう

たいめん わかもの い  けん とき

せんせい とう かあ しょうがくせい

せいべつ あんぜん かく  ほ だいぜんてい さい

ぎ  ろん ひと さいいっしょ

かんけい たいとう さい  ご はなし

がっこう せいせき ないしん かんけい ほ  しょう ひと ちゅうがくせい

ちゅうがくせい しょたいめん

くに

おお

あい  て ひと はなし だい  じ こえ

じ    ち   たい い  けん つた とき ひと つた おも

き  かい

えら ひと ひとい  けん き

はなし ひと だれ しょうがくせいひと

つづウェブ こえ



ファシリテーター：グループでの意見交換などの場において、参加者の会話を引き出し、

　　　　　　　    どのような意見も大切にされるといった安心・安全な場づくりを行う役割を担う人

こども家庭庁のチャレンジ（対面でこども・若者の意見をきいた時の様子）

安心して意見を伝えられる雰囲気をつくるファシリテーター*がいてほしいという声、

国や自治体の職員は、もっとこどもが意見を伝えやすくなるようにしてほしいという声

などがありました。また、話したことが誰まで伝わるのか分かるようにしてほしい・

ひみつを守ってほしいという声などもありました。

正解がないテーマの方が話しやすいという声がありました。思ったことを自由に話せる

ほうがよいかもしれません。また、事前に話すテーマがわかっていたり、そのテーマに

ついて説明する資料があったりすると意見を伝えやすいという声もありました。

意見を伝える方法については、対面、オンライン、チャットやSNS、アンケート、それぞれ

にいいところと難しいところがある、ということが、参加してくれたこども・若者の声から

もわかりました。また、声をあげにくい立場のこども・若者からも声をきくことが大切だと

いう意見も多くあり、そうした立場のこども・若者が声をあげやすくするためのいろいろ

なアイデアや意見が出ました。

16

対面・オンライン・チャットの声

5-7
こえわか もの

こども・若者の声

意見をきく人について

意見を伝えるテーマについて

意見を伝える方法について

こと  ば せつめい

〈言葉の説明〉

い　けん

あんしん

くに じ   ち  たい しょくいん

はな

まも

せいかい ほう はな

じ  ぜん はな

せつめい し  りょう い  けん

い  けん

い  けん

い  けん

か  ていちょう

い  けん

い  けん たいせつ あんしん あんぜん ば おこな やくわり にな ひと

こうかん ば さん  か  しゃ かい  わ ひ だ

たいめん わかもの い  けん とき よう  す

で

おお たち  ば わかもの こえ

つた ほうほう

むずか

こえ たち  ば わかもの こえ たいせつ

さん  か わかもの こえ

たいめん エスエヌエス

つた こえ

こえ おも じ  ゆう はな

こえ

だれ つた わ

い  けん つた こえ

い  けん つた ふん    い     き こえ

い　けん つた

い　けん つた ほう  ほう

ひと

たいめん こえ
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意見を伝える方法について（続き） ※一部の回答を紹介

【対面】

・相手の表情やテンポ（反応）がわかるのでよい

・議論を深めていけるところがいい

・少人数がいい

【チャット】

・意見がすぐに言える、文字で投稿できるのがいい

・どんどん別の話になっていって、

　自分がかかわっている感じがしなくなる

・考えてる間に議論がどんどん進んでいってしま

  って結局自分の意見が言えなかった、ってことが

  多 あ々るので、確実に意見を伝えられるチャット

  はありがたいです

【声をあげにくいこども・若者の声をきくために】

・普段からなんでも言える人を間にはさむ ・ちょっとずつステップを踏むことが大切

・普段接する中で自然に吸い上げる仕組みが必要

【アンケート】
・Webアンケートであれば通勤・通学時間でも入力
　できる

・運営しやすいが、意見を言いたい人だけの声になる

・学校単位でアンケートが行えると良い。その際に

　学校に来られない人にも別に対応できると良い

【オンライン】
・急用、移動中には便利、親にばれにくいので一歩

  踏み出しやすい
・マイクとビデオはオフにしたい場合もある

・遠くの同じ悩みを持つ人と話せる

・人数が多いのでしゃべりづらい

  自分だけ沢山しゃべってしまうのではないか（出番

  を読み間違えちゃう、タイミングを間違えちゃう） 

その他にも、学校を通して意見を届けるような方法があると良いという声や、

いつでも意見を言えるフリーダイヤルや受付フォームがあると良いという声が

ありました。また、こども定例議会をつくるというアイデアを出してくれた人もいま

した。どんな人でも、その時々で意見を伝える方法を選べると良いですね。その

ためにも、声をあげるためのいろいろな方法が用意される必要がありそうです。

対面・オンライン・チャットの声（続き）

5-8
こえわか もの

こども・若者の声

たいめん

こえ

がっこう

うけつけ

ていれい ぎ  かい

ほか

い  けん

ひと

こえ ほうほう よう  い ひつよう

ときどき い  けん つた ほうほう えら よ

よ こえい

だ ひと

とお い  けん とど ほうほう よ こえ

わかもの こえ

あい  て

ぎ  ろん

しょうにん ずう

い  けん

べつ

じ  ぶん

かんが

けっきょく

ふ  だん

ふ  だんせっ なか し  ぜん す あ し　く ひつよう

ふ たいせつい ひと あいだ

じ  ぶん い  けん

い  けん つた

い

た　た かくじつ

あいだ ぎ  ろん すす

かん

はなし

い も　じ とうこう

ふか

ひょうじょう はんのう

きゅうよう

ふ

とお

にんずう おお

じ  ぶん たくさん で  ばん

よ ま  ちが

ウェブ

うんえい

がっこう

がっこう こ ひと べつ たいおう よ

たん  い おこな よ さい

い  けん い ひと こえ

つうきん つうがく じ  かん にゅうりょく

ま  ちが

おな なや も ひと はな

ば  あい

だ

い  どうちゅう べん り おや いっ  ぽ

い　けん つた ほう ほう つづ
いち  ぶ かいとう しょうかい

たいめん こえ つづ
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安心して意見を伝えるための場づくりについて

安心して意見を言うためには「かたくるしい」場ではないこと、知られたくないことや個人

情報が守られること、時間にゆとりがあること、グループ内の人数が多すぎない方が良い

などの声がありました。

グループの年代や関係性については、関係が近い人が良いという声もあれば、

知らない相手の方が言いやすいという声もありました。

意見表明権に関する教育、意見表明の機会の認知度向上について

意見を言うことやその権利について、学校の授業で教えてほしいという意見がありました。

また、対象年代別の発信方法の工夫、こどもの意見表明の意義の発信、インフルエンサー

の若者による広報など、こども・若者の声をきく機会についての情報をもっと多くの人に

知ってもらうためのいろいろな提案もありました。

自分たちが伝えた声のその後について

「こども・若者の声はきかれにくい」「意見を伝えてもどうせ反映されない」という声が

多かったです。この現状は、こども家庭庁も変えたいと思っています。

「伝えた意見がどのように反映されていくか」「反映された結果どのように変わったのか」

をきちんとみなさんに知ってもらうことは、みなさんの声を大切にして政策を良くしていく

ためにとても重要なことです。また、反映が難しいときでも、その理由を伝えてもらえたり、

決めるまでの間で参考にされたということを説明されたりすることが重要だという声も

ありました。

対面・オンライン・チャットの声（続き）

5-9
こえわか もの

こども・若者の声

あんしん

じょうほう まも

こえ

ねんだい

わかもの

おお

つた い  けん

い  けん

たいしょうねんだいべつ はっしんほうほう く  ふう い  けんひょうめい い　ぎ はっしん

い  けんい

わかもの

し ていあん

こうほう わかもの こえ き  かい じょうほう おお ひと

けん  り がっこう じゅぎょう おし

はんえい

し

じゅうよう

き あいだ さんこう せつめい じゅうよう こえ

はんえい むずか り  ゆう つた

こえ たいせつ せいさく よ

はんえい けっ か か

げんじょう か  ていちょう か おも

こえ い  けん つた はんえい こえ

し あい  て ほう い こえ

かんけいせい かんけい ちか ひと よ こえ

じ  かん ない にんずう おお ほう よ

い  けん い ば し こ  じん

あん しん い　けん

じ　ぶん

い　けん ひょう めい  けん い　けん き　かい にん　ち ど こう じょうひょう めいかん きょういく

つた こえ あと

つた ば

たいめん こえ つづ
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こども家庭庁は、今回の調査できいた

みなさんの声を参考にしながら、

こども・若者がより意見を伝えやすい

仕組みを考え、つくっていきます。

こどもの居場所や施設に行ってきいた声
※不登校のこども、児童養護施設で生活するこども、児童相談所一時保護所で生活するこども、困難を抱える

若者、児童館を利用するこどもからきいた声

5-10
こえわか もの

こども・若者の声

自分からは声を伝えづらいと考えられるこども・若者のところには、

個別に行って意見をききました。

この調査から、「声をあげることはムダじゃないんだ」と思ってもらえるようにしなければ

いけないということがよく分かりました。また、声をあげる機会を求める声や、

意見の伝え方についての声もありました。

・意見を伝えても変わらない　・大人には言わずに我慢している

・大人がききたいこととこどもが意見を伝えたいことは違う　・大人にもっと話をきいてほしい

・話すための場があること　・他の人と違う意見でもきいてくれること

・自分たちまで案内が届くようにしてほしい　・自分たちのいるところに来て声をきいてほしい

・口で話すだけでなくて、紙に書いて伝える方が良い

【意見や気持ちを伝えることについて】

【意見を伝えやすい仕組み、方法、環境について】

【意見の伝え方について】

じ  ぶん

こ  べつ い い  けん

い  けん

い  けん

い  けん つた かた

つた し　く ほうほう かんきょう

い  けん

おとな

はな

じ  ぶん

くち

ちょう  さ

い  けん つた かた

か  ていちょう こんかい

こえ さんこう

わかもの

し　く かんが

い  けん つた

ちょう  さ

こえ

こえ おも

わか こえ き  かい もと こえ

はな かみ か つた ほう よ

あんない とど じ  ぶん き こえ

ば ほか ひと ちが い  けん

い  けん つた ちが おとな はなし

つた か おとな い が  まん

き　も つた

こえ つた かんが わかもの

ふ とうこう

わかもの じ  どうかん り  よう こえ

じ  どうよう  ご し  せつ せいかつ じ どうそうだんじょいち  じ ほ   ご  しょ せいかつ こんなん かか

い　ば　しょ こえいし　せつ
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こどもと関わる大人にきいたこと

今回、直接声をきくことができなかった、医療的ケア児や乳幼児については、

医療的ケア児や乳幼児と関わる大人に意見をききました。そこでは、次のようなことを

教えてもらいました。

医療的ケア児や乳幼児は、言葉で意見を伝えることが難しいことが多いので、

「意見を持っていない」と思われることもあります。

しかし、医療的ケア児や乳幼児も伝えたいことはありますし、言葉で伝えるだけ

が意見を伝える方法でもありません。まわりの大人が、こどもの様子や表情、

行動などから、こどもの気持ちや意見をイメージして代わりに伝えることもできます。

どのような状況のこどもの声も、しっかりきかないといけません。

他には、本人が直接伝えられるように工夫したり手助けすることが考えられます。

たとえば、まばたきを使って考えていることを伝える道具などを使ったり、

文字の代わりに絵や写真を使って表現してもらうことができます。

また、本人から直接きくのではなく、誰かに代わりに意見や気持ちを伝えてもらう

時には、家族はもちろん、本人と身近な関わりがある人からも話をきくことが大事です。

今回は時間や用意が足りず、本人たちのところにききに行くことができなかったので、

やむをえず大人に意見をききました。でも、本当は、できるだけ直接意見をきけるように、

必要な準備や工夫や用意についてしっかり考えなくてはいけません。

※医療的ケア児、乳幼児についてきいたこと

こども家庭庁も、今回直接意見をきくことが

できなかった、医療的ケア児や乳幼児のような

こども・若者からも直接意見をきくために、

これからもっとがんばっていきます。

5-11
こえわか もの

こども・若者の声
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ちょくせつつた く  ふう  て  だす かんが
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い  けん

こうどう き　も
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かか おとな い  けん つぎ
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この調査研究とこども家庭庁について
ちょう さ けん きゅう か てい ちょう

参考1
さん こう

→https://www.cfa.go.jp/councils/ikenhanei_process/report/

（くわしい版、ポイントをまとめた概要版、こども・若者の声などの資料を確認

することができます）

ホームページ　→　https://www.cfa.go.jp/

Twitter　→　@KodomoKatei

YouTube　
→　https://www.youtube.com/channel/UCZMUbe4lORUMvFYuO_Prpgg

この調査研究について
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こども家庭庁説明資料
→　https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources
　　/955ad890-b9a8-4548-ba93-aba03c6ef54e/aad04e98
　　/20230113_resources_cfa_overview_brochure_01.pdf

か ていちょうせつめいし りょう

相談窓口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

※こどもが抱えるさまざまな困難について、こども自らが悩みを相談でき、

　SOSを発信できる相談窓口の情報をこども家庭庁ホームページに掲載しています

そうだんまどぐち

かか こんなん なや そうだん

はっしんエスオーエス そうだんまどぐち じょうほう か ていちょう けいさい

みずか

こども政策担当大臣からのメッセージ
→　https://www.youtube.com/watch?v=eALgHeiLC8A

せいさくたんとうだいじん

こども家庭庁について

ちょう  さ けんきゅう

か　ていちょう

ツイッター

ユーチューブ

がいようばんばん わかもの

ピーディーエフ ユーアールエル

こえ し  りょう かくにん

※PDFではURLをクリックするとリンクにアクセスできます。

https://www.cfa.go.jp/councils/ikenhanei_process/report/
https://www.cfa.go.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCZMUbe4lORUMvFYuO_Prpgg
https://www.youtube.com/watch?v=eALgHeiLC8A
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/955ad890-b9a8-4548-ba93-aba03c6ef54e/aad04e98/20230113_resources_cfa_overview_brochure_01.pdf


こども家庭庁パンフレット
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources
/955ad890-b9a8-4548-ba93-aba03c6ef54e/aad04e98
/20230113_resources_cfa_overview_brochure_01.pdf

https://www.cfa.go.jp
/resources/
library-for-children

https://youtu.be/NMw-JqACFLM https://youtu.be/c_rEkL-nYAE

https://www.cfa.go.jp
/resources/

https://youtu.be/ZNb80TAHeGc https://youtu.be/kXnUUA-voFM

参考2

動画・パンフレット一覧
どう が いち らん

さん こう
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こども家庭庁こども基本法

や
さ
し
い
版

パンフレット

パンフレット

動画 動画
どう   が

き  ほんほう か  ていちょう

どう   が

動画
どう   が

か  ていちょう

こども家庭庁　総合政策担当（こども意見係）　E-mail → kodomo_iken@cfa.go.jp
か  ていちょう そうごうせいさくたんとう い  けんがかり

動画
どう   が

ば
ん

https://www.cfa.go.jp/resources/library-for-children
https://www.cfa.go.jp/resources/
https://youtu.be/NMw-JqACFLM
https://youtu.be/ZNb80TAHeGc
https://youtu.be/c_rEkL-nYAE
https://youtu.be/kXnUUA-voFM
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/955ad890-b9a8-4548-ba93-aba03c6ef54e/aad04e98/20230113_resources_cfa_overview_brochure_01.pdf


https://www.parliament.nz/en/get-involved/youth-parliament-2022/

（5）

参考3-1

「海外の取組」画像の出典一覧
しゅっかい　がい とり　くみ が　  ぞう てん らんいち

さん こう

23

P7で掲載している各画像の出典を番号順に記載しています。

https://www.unicef.org/eu/documents
/summary-report-our-europe-our-rights-our-future

 https://assets.gov.ie/23796/961bbf5d975f4c88adc01a6fc5b4a7c4.pdf

https://www.lapsenoikeudet.fi/wp-content/uploads/2021
/04/child-strategy-ENG.pdf

https://www.childyouthwellbeing.govt.nz/sites/default/files
/2019-08/child-youth-wellbeing-strategy-2019.pdf

Better Outcomes, Brighter Futures:
Government of Ireland: Department of Children and Youth Affairs. Better Outcomes, 
Brighter Futures: The National Policy Framework for Children & Young People 2014 - 2020.
Dublin: Published by The Stationery Office; 2014

（1）

（2）

（3）

（4）

欧州委員会（EU）　私たちのヨーロッパ、私たちの権利、私たちの未来

ニュージーランド　こども・若者のウェルビーイング戦略

フィンランド　国家こども戦略

ニュージーランド　若者議会

アイルランド　よりよい成果、より明るい未来

                        ：こども・若者のための国家政策枠組みの評価指標

けい さい かく が  ぞう ばんごうじゅんしゅってん

おうしゅう い  いんかい わたし わたし わたしけん  り み  らい

せい  か

わかもの

こっ か せんりゃく

せんりゃく

こっ か せいさくわく ぐ ひょう か   し ひょう

あか み  らい

わかもの

イーユー

き  さい

わかもの  ぎ  かい

https://www.unicef.org/eu/documents/summary-report-our-europe-our-rights-our-future
https://assets.gov.ie/23796/961bbf5d975f4c88adc01a6fc5b4a7c4.pdf
https://www.childyouthwellbeing.govt.nz/sites/default/files/2019-08/child-youth-wellbeing-strategy-2019.pdf
https://www.lapsenoikeudet.fi/wp-content/uploads/2021/04/child-strategy-ENG.pdf
https://www.parliament.nz/en/get-involved/youth-parliament-2022/


しゅっかい　がい とり　くみ が　  ぞう てん らんいち
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https://thehive.nz/ 

Seldom-Heard Toolkit:
Government of Ireland: Department of Children and Youth Affairs. Better Outcomes,
Brighter Futures: The National Policy Framework for Children & Young People 2014 - 2020.
Dublin: Published by Government Publications; 2015

Participation Framework:
Government of Ireland: Department of Children, Equality, Disability, Integration and Youth. 
The National Framework for Children and Young People’s Participation in Decision-making.
Dublin: Published by Government Publications; 2021

（6）

（7）

（8）

（9）

https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2023/03/Seldom-Heard-toolkit.pdf

https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2021/04
/5611-Hub_na_nOg-everyday_spaces_checklist-2.pdf

https:/hubnanog.ie/wp-content/uploads/2021/04
/5611-Hub_na_nOg-Feedback-Form_group1.pdf

https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2021/04
/5611-Hub_na_nOg-LundyModel.pdf

アイルランド　意思決定において声を聴かれにくいこどもや若者を

　　　　　　 含めるための実践ガイド

ニュージーランド　Hiver（若者と政策決定者の間の双方向

　　　　　　　    コミュニケーションを取る役割を担う若者グループ）

フィンランド司法省　Digiraati（こどもや若者が自由に議論するための
　　　　　　　　   デジタルオンラインプラットフォーム）

アイルランド　こどもや若者の意思決定への参画のための国家フレームワーク

参考3-2
さん こう

「海外の取組」画像の出典一覧

https://digiraati.fi/?lang=fi&headless=false

い　し けってい

ふく じっせん

ハイバー

デジラティ わかもの

わかもの い　し けってい さんかく こっ か

じ  ゆう ぎ  ろんし ほうしょう

わかもの せいさく

と やくわり にな わかもの

けっていしゃ あいだ そうほうこう

こえ き わかもの

https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2023/03/Seldom-Heard-toolkit.pdf
https://thehive.nz/
https://digiraati.fi/?lang=fi&headless=false
https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2021/04/5611-Hub_na_nOg-LundyModel.pdf
https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2021/04/5611-Hub_na_nOg-everyday_spaces_checklist-2.pdf
https://hubnanog.ie/wp-content/uploads/2021/04/5611-Hub_na_nOg-Feedback-Form_group1.pdf





